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スワトン祭 １１.１４ 銀杏～輝け 個性～ 
中学生になって、初めての文化祭（スワトン祭）がありました。行事を 

大成功させるために、たくさんの人がその力を発揮しました。 

スワトン祭でのみなさんの姿を見ていると、それぞれの個性が輝きを見 

せ、とても充実した文化祭だったことが伝わります。中には来年、再来年 

のスワトン祭への目標をたてた人もいるようです。みなさんの感想から一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

       

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スワトン台地の坂道に植わっている木々が赤や黄色に色づき、赤とんぼが澄んだ秋の青空

を飛び交っています。急にやってきた秋もあっという間に深まりを見せ、２学期もまとめの

時期です。期末テストも今月末に迫っていますね。みなさんにとっての 2学期はどうでした

か。自信をもってこの２０２５年を締めくくりたいものですね。 

心に残ったことは、図書委員会企画でのリボン

結びです。人それぞれの個性が詰まったオリジナル

のしおりに、リボンをかけて完成させるという、良い

役だったと思ったからです。工夫したことは、良いリ

ボンを作ってほしかったので、リボンの色や長さな

どを自分から聞けたことです。「接客」の体験がで

きてうれしかったです。 

 それに、生徒会や英語発表、意見発表などを見た

り聞いたりして、３年生の良さが伝わってきました。

みんなでやり遂げる、目標に向かってより良いモノ

をつくることができる、そんな３年生に私もなりたい

と思いました。           （M.K） 

 初めてのスワトン祭がどんなのか楽しみでした。

オープニングの動画は先生方も踊っていて面白

かったです。３年生の英語暗唱はすごくなめらか

で本当の外国人みたいだなぁと思いました。その

後の片岡さんのチェロ演奏もすごいと思ったし、

今まで相当練習を重ねてきたんだなぁと思いまし

た。吹奏楽部の演奏も全体のまとまりを感じて、

なんだか聞いていて落ち着きました。アンコール

の曲まで準備してくれていて驚きました。 

 精一杯練習してきた合唱では、やっぱり先輩の

歌がすごいと思いました。結果としては残念でし

たが、楽しかったです！（K.R） 

 初めてのスワトン祭で不安もあったけれど、最後

までクラスの皆と頑張れてよかったです。３年生

の歌がとても感動しました。入場の仕方や歌の強

弱など工夫されていて、心に残りました。 

 初めて指揮者とパートリーダーをして、皆をまと

めることの難しさを感じました。だけどリーダーで

ない人もたくさん手伝ってくれて、皆の優しさを感

じました。来年になったらこのクラスではなくなっ

てしまうけれど、本番で感じたことを皆でしっかり

振り返り練習できたらもっと良い合唱になると思

います。本番までの期間はとても短く感じました。 

賞を取れたのも嬉しかったけれど、一番は、こ

のクラスで頑張れたことが良かったと思います。 

                     （K.K） 

 オープニングとフィナーレは面白みと個性豊かな先

輩方の演技がとてもワクワクして、こんなに人を楽しま

せることのできる先輩になりたいと感じました。吹奏楽

の演奏も、皆が盛り上がって元気を届けられているよ

うで演奏が楽しかったです。 

合唱では自分たちの「何が良くなかったのか」ではな

く、どこを「伸ばすことができたのか」とポジティブに考

えることが大切だと思います。リハや本番では私自身

も大きく声を出して歌っているにもかかわらず、アルト

の皆の声がしっかり聞こえました。合唱中でしたが、少

し感動してしまいました。ケンカや思い通りに練習が進

まないこともありましたが、なんだかんだ団結力のある

楽しいクラスなのではないかと思います。このクラス、

仲間といるのもあと４ヶ月もないくらいなので、お互い

助け合い、時にはぶつかりあって「個性豊かな」クラス

作りを、経験し努力していきたいです。（K.T） 

 スワトン祭では、合唱コンクールで使う楽曲のスライドを

一緒に作ることができて良かったと思います。 

 合唱とスライドを合わせる練習は、リハーサルの時に講

堂でやりましたが、先生と講堂に向かうときにはちょっと

困ったけど、実際のスライド操作は思っていたよりも簡

単で安心しました。 

 スワトン祭当日は、みんなの合唱に合わせて練習通り

上手くいったかな、と思いました。（K.R） 

 僕がスワトン祭を終えて思ったことは、上級生のす

ごさです。２年生の片岡さんはたった１人でチェロ

を演奏したり、３年生の上野さんは英語の暗唱をし

たりしていました。僕は英語も音楽もできないので、

とても驚きました。委員会企画では言葉の達人や、

ぞうきんがけレース、総合のクッキー配布など、みん

ながそれぞれに個性を出し合って、楽しく終われま

した。２年後には僕もあんなふうになりたいです。 

 なにより僕は、スワトン祭テーマ「銀杏」という名

前の意味がすごく印象に残りました。僕も自分の個

性を活かしつつ、みんなの個性を認め合っていろん

な事にチャレンジしていきたいです。（N.T） 

スワトン祭の全てが楽しく、思い出に残った１日

でした。執行部のオープニングも先輩のキャラ

が濃くて面白かったです。ステージ発表もとに

かくすごくて、英語暗唱の上野さんは場面ごと

に読み方を変えているのがすごくて、あんなふ

うになりたいと思いました。 

 吹奏楽部の演奏は緊張もあったけど楽しく吹

くことができました。ソロ演奏があり、音を間違

えないか不安もありましたが、他の生徒や先

生、保護者の方が褒めてくれて、自分の演奏に

自信が持てるようになりました。 

                       （W.N） 


